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1．緒 言

　近年，大学及び短大における被服教育は，さまざまな

面での変革がなされている．社会状況の変化や生活様式

の多様化とも関連して，社会の要求に対応した教育をい

かにすべきかは，私たちにとって重大な課題である．

　’92年9月11日，12日に行われた．本学の学生指導研

究会においても，現代の学生気質を充分知った上で，効

果的な学生指導をどう行うかは大切な問題であることが

再認識された．

　大学の服飾美術学科，短大の服飾美術科も時代の流れ

に対応した教育をするために’91年4月（平成3年度），

カリキュラムの改訂を行った．学生の単位修得に幅をも

たせ，新しい授業内容の科目も取り入れたが，服飾美術

学科．服飾美術科の被服造形を中心とするカリキュラム

の組まれている，大学の被服専攻服飾造形コースと短大

のモデリストコースに入学した学生の声を聞くと，相変

わらず“物をっくり出す”ことに興味をもち，自分の個

性や好みに合った作品を作り上げることに意欲をもって

入学してきたという答えが多い．

　今回ここに報告する授業実践例は，カリキュラム改訂

以前のものであるが，新任講師として，大学と短大それ

ぞれ2クラスの「被服立体構成1」を担当した機会に，

大学と短大の学生の意識の違い，授業時間数と教育効果

の評価等にっいて調査し，自己点検をした．学生指導研

究会に出席したことを契機に，改めて調査結果を整理し

これからさらに，よりよい被服教育を行うために改善努

力できる事柄を再認識する目的でまとめてみた．

2．資　料　・　方　法

　調査対象は表1に示す通りである．調査は平成元年7

月に行った．被服立体構成1の授業時に実習の記録を“

被服立体構成記録簿”に記入させておき，作品完成前に

「スカートにっいての調査」用紙を渡し，作品提出時に

調査用紙回収箱を用意して，任意の提出とした．

表1　調査対象

履修者数　　調査回答数　　回答率（％）

大
学

短
大

服飾美術科　第六被服構成研究室

127

107
110
87

86．　6

81．　3

　今回，調査の対象とした作品はスカートであるが，表

2に示すように，大学・短大ともに立体構成の実習でま

ずはじめに製作させる教材である．中学校や高等学校で

製作した経験をもっ学生も数多くいると考えられるため

に，いくっかの前提条件を出して製作させた．

　スカート製作の条件として

①自分のスカートを作る

　　試着，仮縫い補正，着装ををするため

②原型を基本に使用したデザインにする．

　　採寸の確認をし，自分の体型を知り，体型に適合し

　　たパターンづくりをするため

③裏布を付ける．

　　表・裏のっり合いのとり方を学ぶため

④デザインを考慮して仕立てのしやすい素材を選択す

　　る．
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表2　被服立体構成実習要目（平成2年度入学生まで）

短大1年被服コース 大学2年被服専攻

科目名

単位数

要目

被服立体構成1

　　必（3）

基礎技法

婦人用Skirt

婦人用Blouse

女児服解説

被服立体構成1

　　必（1）

基礎技法

婦人用Skirt

Foundation　Waistの研究

↓ 9

短大1年モデリストコース　大学2年服飾造形コース

科目名

単位数

要目

服飾造形（立体）1

　　必（1）

基礎技法

スカートの製作

服飾造形（立体）1

　　必（1）

基礎技法とサンプルの製作

スカートの製作

マスターパターンの解説

（平成3年度入学生より）

⑤インサイドベルトを付ける．

　　ウエスト部分とベルト付けのっり合いのとり方を学

　　ぶため

⑥あきはファスナーを付ける．

　　デザインに応じて，普通のファスナーとコンシール

　　ファスナーのどちらかを選択

　以上6点を大学．短大ともに示した．

　実際の授業進度は表3に示す通りであるが，4月の授

業開始から夏休み前（7月上旬）までの期間をスカート

製作に当てた．

　現在のカリキュラムでは，服飾造形（立体）1の単位

数は学・短同じであるが，この頃は大学と短大の授業時

間数は大きく差があり，学生指導においても，短大はゆ

とりをもった学生指導が行え，大学はいかに効率よく授

業を進めて行くかを考慮しながらの指導となった．

　学部・学科などの理念・目的に適合した教育内容を確

保するためには，授業内容を理念・目的との関連で検討

し，各授業科目にっいてそれぞれ授業計画（シラバス）
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　　　　　　　　スカート製作の指導にっいて

　　　　　　　　表3－1　授業の進度（短大）

回数　時間　　授業内容　　　　　　回数　時間　　授業内容

1 ①

②

授業内容の説明

テキスト総説

用具の説明

用尺と見積もり

採寸の説明

6

① Skirt原型の作図

　　ノート　1／5

採寸（実習）

Skirt原型の作図

　　実物型紙

基礎縫い説明

①

2

②

②

試着

本縫い

　　ダーツの縫い方

　　切替え線の縫い方

　　縫い代の始末

基礎縫い

　　まっり方の練習

本縫い

7

①各種スタイルの作図

　　　　　ノート　’／5

②　　　同　　上

　　　Skirtデザイン決定

　　　実物バターンの製作

①

3

②

ファスナー付け説明

部分縫い

　　普通のファスナー

　　コンシール・ファ

　　スナー

　同　　上

8

4 ①

②

Skirt裁断の説明

実物パターンの完成

Skirt裁断

Skirtしるし付け

　　切りびつけ

仮縫い説明

①　　裏布の裁断

　　　裏布の縫い方

②バイアスのとり方

　　　すその始末

　　　　　ベンツのつくり方

　　　　　スリットのつくり

　　　　　方

9 ①

5 ①

②

仮縫い

　　インサイド・ベ

　　ルト付け

補正の説明

試着・補正　　　　　10

　同　　上

部分縫い

　　縫い代の始末

②

表・裏の中とじ

ファスナーあき裏地の

始末

Skirt上部のつくり方

（ベルト付け）

①

②

　同　　上

かぎホック付け

スナップ付け

仕上げ

11 ①Skirt着装・提出

授業回数　2コマつ続き　11回　21時間

　　　　　　　　　（105）



　　　　　　　　　　　　　長塚こずえ

　　　　　　　　　表3－2　授業の進度（大学）

回数　時間　　授業内容　　　　　　回数　時間　　授業内容

1 ①授業内容の説明

　　　採寸の説明

　　　採寸（実習）

　　　Skirt原型の作図

　　　　　実物型紙

①　　テキスト総説

　　　用具の説明

　　　Skirt原型の作図

　　　　　ノート　墨／s

6

2

①　　試着・補正

　　　本縫い

　　　　　ダーツの縫い方

　　　　　切替え線の縫い方

　　　基礎縫い

　　　　　まつり方の練習

7　　①

3 ①各種スタイルの作図

　　　Skirtデザイヒ決定

4 ①実物バターンの製作

　　　Skirt裁断の説明

　　　Skirt識断

　　　Skirtしるし付け

　　　　　切りびつけ

　　　仮縫い説明

ファスナー付け説明

部分縫い

　　普通のファスナー

　　付け

　　コンシール・ファ

　　スナー付け

8 ①　　裏布の裁断

　　　喪布の縫い方

　　　バイアスのとり方

9　　①

5 ① 　同　　上

　　インサイド

　　ルト付け

補正の説明

試巷・補正

縫い代の始末

・べ

表・裏の中とじ

すその始末

　　ベンツのつくり方

　　スリットのつくり

　　方

ファスナーあき裏地の

始末

10　　① Skirt上部のつくり方

（ベルト付け）

かぎホック付け

スナップ付け

仕上げ

11 ①Skirt着装・提出

授業回数　1コマ　ll回　11時間
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を作成し，公表することも必要である1）と言われている

が，与えられた時間をいかに有効に使い，学生の学習を

充実させ，教育の高度化，個性化を図るようにするかを

考え，毎年，授業進度表を学生に示し，計画的な実習が

進められるように工夫をしている．

3．結果および考察

ですんだようである．

2．スカート製作時間　表5

表5　スカート製作時間

時間　　　　短大　　　　大学 時間　　　　短大　　　　大学

　今回は，調査紙の回答の中から，学生の「被服製作」

に対する率直な意識を知ることができると思われる項目

を取り上げた．

1．スカート製作の教材費　表4

表4　スカート製作の教材費

短大 大学

6
7
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
0
1
3

　
　
　
1
　1
　
　
1
　
1
　
　
1
　
　
1
　1
　
　
1
　
1
　
2
　
2
　
2

1

8

1

4

12

1500円以内

2000円　　〃

2500円　　〃

6

27

17

4

8

17

1
7
1

1
2
3
8
1
6
2
4
7
5
1
5
9
乳
2

4
5
6
7
8
0
2
3
5
6
8
0
9
0
＾

2
　
2
　
2
　
2
　
2
　
3
3
　
3
　
3
3
3
　
4
　
4
　
5
　
肱

3
3
1
4
12

3

　1

　1

　2

43

2
1

1
3

1

3000円　　〃

3500円　　〃

4000円　　〃

4500円　　〃

5000円　　〃

5500円　　〃

6000円以上

家にあった

布を使用

16

14

10
5

6

1

1

7

1

2　1

14

15

10
6

1

2

4

6

　実際に製作したスカートの表布，裏布，付属品（ファ

スナー，インサイドベルト，糸，かぎホック，スナップ

等含む）の合計金額は，短大・大学ともに2000円から40

00円の間が多い．製作したスカートのデザインが，シン

プルなスタイルが多く，丈もミニが主流だったためにス

カート着分をじょうずに利用したりする場合は特に安価

　スカートを1枚作り上げるのに実際に使った時間をみ

ると短大生では，最小10時間，最大50時間，大学生では

最小6時間，最大49時間という回答となり，個人差が大

きく，製作時間のバラツキが多い，細かい作業時間は記

録しにくいこともあり，N．　Aの割合もかなりあった．

3．スカート製作の自己評価　表6

　①裏付きスカートは，むずかしかったか，やさしかっ

　　たか

　②普通のファスナー付け（0．3cmの重なり）は理解で

　　きたか，できなかったか

　③全体の仕上がりに満足か，不満か

　④製作したスカートを着用するか，しないか

　⑤今後スカートを作りたいと思うか，思わないか

　以上の項目にっいて，5段階評価であてはまる番号に

○印を付けさせた．ローマ数字の1はマイナス指向，皿

はどちらかもといえない（ふっう），Vはプラス指向で

ある．

　①の裏付きスカートは，短大．大学とも「ややむずか

しかった」と答えた学生と「むずかしかった」「どちら

ともいえない」がほぼ同数となり，回答の平均値をみて

も2．19・2．23となり，どちらかというとむずかしかった
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表6　スカート製作の自己評価

1 II m V N．A　平均値

①裏付きスカート 短大 31　32　42 5 2．19

大学 21　29　33 4 2．23

②普通のファスナー　短大 5　21　17　65 2　4．24

付け 大学 2 1　10　　15　59 4．46

③全体の仕上がり 短大 5　28　28　39 9 1　3．　17

大学 9　　19　23　　27 9 3．09

④製作スカート着用　短大 2 7　33　　16　52 3．99

大学 2 6 7　　15　　57 4．37

⑤今後の製作 短大 1 2　　11　20　76 4．53

大学 2 5　　11　69 4．70

と感じた学生が多くみられた．

　②のファスナー付けにっいての理解度は高く，部分縫

いで方法を知り，技術を習得してから実物スカートのファ

スナー付けをした成果が現れている．

　③全体の仕上がりについては，満足している学生と不

満な学生が同じくらいいるが，まあまあの出来ばえと納

得している割合が多いのではないかと思われる．

　④製作したスカートを着用するかどうかという問いに

対しては，多くの学生が自分の作った作品に愛着をもっ

ていることが推察できる．着用しないっと答えた学生の

中には，いっもジーパンやキュロットをはいていて，ス

カートははいたことがないという答えがあった．

⑤今後も製作するかどうかという質問には，ほとんど

の学生がまた異ったデザインにチャレンジしたいという

意欲があらわれ，短大4．53・大学4．70という高率を示し

た．

　今回製作したスカートにっいての評価は，全体として

はむずかしかったが，部分的な技法を身にっけた上で，

ある程度納得のゆく作品を完成させることができ，さら

に高度なものへの意欲を高めることができたのではない

かと思う．

4．スカートを購入・製作するための費用　表7

　スカートを購入あるいは製作する場合どのくらい費用

をかけるかという問いに対しては，当然のことではある

が，製作の教材費より購入費が高く，既製服よりも自分

で作れば安価ですむという潜在意識が働いているのでは

ないかと考えられる．購入する場合10000円以上の金額

でも気に入ったねものなら買い，製作費用は10000円以

下におさえるという傾向がみられる．

5．スカートの選択基準　表8

　スカートを製作または購入する場合の選択基準は，何

か重視する順に番号をふらせた結果，デザインと色・柄

を1位，2位に選ぶ割合が高かった．ファッションの流

れが，シルェットから色彩へと移り変わっている現状と

も関連して，興味深い結果である．いろいろな変化に富

む新素材も数多く出ているが，素材や値段（価格）に対

してのこだわりはあまりみられない．縫製に関してはほ

とんど期待をしないで，選択基準からはずれている．体

型にフィットしたシルエットが全盛の時は，サイズに対

する要求が強いが，数年来のゆるみの多い衣服の流行に
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表7　スカートを購入・製作するための費用

金額 購入の場合 製作の場合

短大 大学 短大 大学

1000円以内

1500円　　〃

2000円　　〃

2500円　　〃

3000円　　〃

3500円　　〃

4000円　　〃

4500円　　〃

5000円　　〃

6000円　　〃

7000円　　〃

8000円　　〃

9000円　　〃

10000円　　〃

12000円　〃

15000円　　〃

N．A

2

9

20

18

9

11
1

10
2

6

22

2

24
1　1

2

4

1

22
1

1　1

3

16

6

28
3

21
2

4

1

1

25

1

1

7

6

31
1

9

16
1

1

13

なれた学生にとっては，スカートに関しても「その他」

の項目にサイズと記入した学生は，短大．大学各2名の

みであった．

6．製作時間と自己評価　図1

　製作時間と作品の難易度に関しての関連はこの図から

は読みとれない．時間を多くかけた学生が難しかったと

感じる割合が高いのではないかと予想したが，それぞれ

の意識の相違があり，はっきりとした結果はみられなかっ
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表8　スカートの選択基準

嗜好順位 1位　2位　3位　4位　5位　6位

デザイン　短大 57　　43 5 4 1

大学 48 22 13 3 1

色・柄 短大 42 44　　20 3 1

大学 22　　42 13 5 3 2

素材 短大 6 7　　43　　44 10

大学 6 13 32　　27 7 2

値段 短大 3 9 32　　28　　34 4

大学 7 5 16　　24　　33 2

縫製 短大 5 8　　30　　61 6

大学 2 3 11　　26　　41 4

その他 短大
つ
一 2 2 1 3

大学
つ
畠 2 2 2 3

た．

7．中学校．高等学校時代の製作数と満足度　図2

　中。高で一度もスカートを作ったことがない学生は短

大で9名，大学で3名いた．中・高各々1枚ずっ合計2

枚製作した学生は短大32名，大学25名である．製作数の

多い学生は，大学で高校時代20枚という回答があり，経

験の差は，大学で0～22枚，短大で0～15枚と大きい．

しかし，満足度との関係をみると，製作経験の有無と作

品の出来映えに対する意識は一致しない．経験を積めば

積むほど要求も高くなり，完壁な物を求める気持ちも強

まるためだろうか．1枚も作ったことがなかった学生は，

はじめて自分で作り上げたことに感激し，満足している

様子もみられた．

8．スカート製作でいちばんむずかしかったところにっ

いての回答の結果をみると以下のようになった．

。ファスナー付け

。ベルト付け

。ベンッの始末

。スリットの始末

。表すその始末

。裏すその始末

。すそのまつり縫い

。表・裏のっり合いのとり方

。裏布の縫い方

36
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図1　製作時間と評価
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　ファスナー付けにっいては，部分縫いを行い，その結

果をみて実物へと進んだが，むずかしく感じた割合は高

かった．しかし，ファスナー付けに対する理解度は先に

述べたように高い結果がでた．

　小・中学校の「実験・実習」の授業において，製作物

にきれいな，ていねいなといった出来栄えに重点を置く

評価をする2）ことから実習を嫌がる児童・生徒がでると

いうこととも関連して，実習授業の指導の難しさを痛感

せずにはいられない．

　製作過程においても，実習が進むにっれ，進度のバラ
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図2　中・高製作数と満足度

ッキが出た場合どこに焦点をおくかという判断や指導方

法の工夫など，教師の努力すべき事柄も多い3）．

4．ま　と　め

　スカートの製作実習にっいて，大学生と短大生の意識

の違いがあるかどうか，さらに実習時間の格差による評

価の違いがあるかを知るために調査を行った結果目立っ

た違いは見られなかった．

　「勉強したい学科・コースがある」‘）という志望動機

で入学してきた学生に対して，少しでも良い印象を与え

ることができるように，学生の気持ちを理解し，わかり

やすい授業をするための努力を続けたい．

　「物をっくる」という行為は人間にとって本質的な行

動であり，「形」が出来上がった時の感動はひとしおで

ある．学生が本当に作りたい物を製作できる力を養える

ように，精一杯の手助けをしながら，学生と共に学んで

ゆきたい．最後にスカートの製作指導を一緒にして下さっ

た本学の橋詰静子実験助手と臨時補助員の小柳里江さん，

元臨時補助員の大久保悦子さんに感謝いたします．
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参考資料（調査用紙）

　　　　　　　　　　スカートにっいての調査

①あなたが，今回製作したスカートについて答えて下さい．

　　°型スタイル（　　　　　）Ψ（
　　。スカート丈（　　　）cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　脇線より（

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内側

　　　　　スリット．ベンツ　有無
．裾巾（）㎝　≒≧翻翻

　　。素材．布名（　　　　　　　　　　　　　　　）

．色（無地 @柄物〒き（配色の色（）

　　。価格　　　表布　　　（　　　　　　　）円

　　　　　　　　裏布　　（　　　　　　）円

　　　　　　　　付属品　　（　　　　　　　）円　　合計（

　　。製作時間：約（　　　　　　）時間

。今回の裏っきのスカートは

）枚はぎ

　　）cm

外側

　　）cm

　　）cm

）

）円

あてはまる番号に○印をっけて下さい

1　　　　2　　　　3　　　　4　　　　5

　。スカートにつけたファスナーは　普通のファスナー　　コンシールファスナー

　。一番むずかしかったところは（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

②スカートー般について答えて下さい．

　　。何枚くらいもっていますか　　　夏（　　　）枚

　　　　　　　　　　　　　　　　　冬（　　　）枚

　　　　　　　　　　　　　　　　春秋（　　）枚合計（　　）枚
　　。普通どのくらいのスカート丈をはいていますか（　　　　　）cm

　　。無地と柄物ではどちらが好きですか．

　　　　　　　　　　無地　　　どちらともいえない　　　柄物

　　。柄物を選ぶ場合の嗜好順位の番号をふって下さい．　（1～6）

。普通のファスナーっけは理解
　（0．3のかさなり）

。全体の仕上がりに

むずかしかった

　　1　　　2

ふっう　　　　やさしかった

3　　　4　　　5

。作ったスカートを着用

できなかった

　　1　　　2 3

　　できた

4　　　　5

不満である

　　1　　　　2 3

満足している

4　　　　5

。今後スカートを作りたいと

いなし

1 2 3 4

る

す
5

思わない 思う

　　　　縞（　　　）格子（　　　）水玉（　　　）花柄（　　　）

　　　　幾何学模様（　　　）その他（　　　）　（　　　）

　　。好きな型の嗜好順位の番号をふって下さい．　（1～13）

　　　スリムスカート（　　）タイトスカート（　　）セミタイトスカート（　　）

　　　フレアースカート（　　）ゴアドスカート（　　）ギャザースカート（　　）

　　　フレアーギャザースカート（　　）セミサーキュラースカー一ト（　　）

　　　サーキュラースカート（　　　）オールプリーテッドスカート（　　）

　　　ティアドスカート（　　）タックスカート（　　）キュロットスカート

　　。どのような色のスカートが多いですか

　　　（　　）（　　）（　　）（　　）（　　）
　　。今後，購入又製作する時，どのような色を選びますか．

　　　　　　　　　　　　　　　　春（　　）（　　）（　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　夏（　　）（　　）（　　）
　　　　　　　　　　　　　　　　秋（　　）（　　）（　　）
　　　　　　　　　　　　　　　　冬（　　）（　　）（　　）
　　。　　　　　〃　　　　　どのくらい費用をかけますカ・．

　　　　　価格：既製品購入（　　　）円，　教材．材料費（　　　）円

③今までにスカートを作ったことがありますか一

　　　　中学校（　　）枚　高校（　　）枚
④下記のなかの重視する順に番号をふって下さい．　（1～6）

　　　デザイン（　　）色・柄（　　）素材（　　）値段（　　）
　　　縫製（　　）その他（　　）（　　）
　　　ご協力ありがとうございました．　　　　　　平成　　年　　月　　日
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